
G空間関連 令和５年度政府予算案及び令和４年度補正予算の概要（主要施策）

地理空間情報活用推進基本計画に基づき、準天頂衛星システムの７機体制の構築に向けた開発・整備、関係府省庁連携による防
災体制の拡充・強化など、補正予算と合わせて切れ目なく取組を進め、Ｇ空間プロジェクトの効果的推進を図る。令和５年度予算案
の総額は７４，１５７百万円（前年予算比１．０５倍）、令和４年度補正予算の総額は４４，１８８百万円となっており、概要は以下の通り。

自然災害・環境問題への対応

豊かな暮らしの実現

○統合型G空間防災・減災システムの構築の推進
・総合防災情報システムの整備と運用
【内閣府：２７０百万円の内数、（令和4年度補正）１，９４９百万円の内数】

・実用準天頂衛星システムの開発・整備・運用の推進
【内閣府：１６，７４７百万円、（令和4年度補正）８，０４８百万円】

・小型衛星コンステレーションの構築加速のための
基盤技術の開発やアンカーテナンシーを通じた利用拡大
【内閣府：２，３００百万円の内数、（令和4年度補正）１０，７５０百万円の内数】

○地球観測衛星による気候変動等の地球規模

課題解決への貢献

・地球観測衛星の開発や運用に関する経費
【文部科学省：１０，６７１百万円、（令和4年度補正）３，６１０百万円】

・温室効果ガス観測技術衛星の開発や運用に関する経費
【環境省：４，５９３百万円、（令和4年度補正）２，０１７百万円】

○スマート農業の加速化などデジタル技術の利活用の推進
・スマート農業社会実装加速化
【農林水産省：６００百万円、（令和4年度補正）４，４００百万円】

・農林水産省地理情報共通管理システム（eMAFF地図）の開発
【農林水産省：４３２百万円、（令和4年度補正）２，４１４百万円】

○i-Constructionの推進による３次元データの利活用の促進
・i-Constructionの推進による３次元データの利活用の促進
【国土交通省：１，６６８百万円、（令和4年度補正）１０，７２９百万円】

○衛星データ利活用促進事業
・衛星データ利用環境整備・ソリューション開発支援
【経済産業省：３９０百万円】

○「空間ＩＤ」を含む３次元空間情報基盤の整備
・産業DXのためのデジタルインフラ整備事業
【経済産業省：２，４００百万円の内数】

○３D都市モデルの整備・活用・オープンデータ化

プロジェクト「PLATEAU」
・デジタルインフラとしての
３Ｄ都市モデルの構築・利活用促進
【国土交通省：２，１００百万円、
（令和4年度補正）１，５００百万円】

※この他、関係する次期SIP課題「スマートモビリティプラットフォームの構築」におい
て、地理空間情報の活用等を検討中。【内閣府：５５，５００百万円の内数】

○高精度測位時代に不可欠な位置情報の共通基盤「国家座標」の推進

・電子国土基本図、基盤地図情報、３次元点群データの整備等
【国土交通省：１，２１７百万円、（令和4年度補正）２，９７４百万円】

・電子基準点の運用による位置情報サービスの発展への貢献等
【国土交通省：８５８百万円、（令和4年度補正）１，２６３百万円】

○準天頂衛星システムの開発・整備及び

測位能力向上の推進

・実用準天頂衛星システムの開発・整備・運用の推進
【内閣府：１６，７４７百万円、（令和4年度補正）８，０４８百万円】（再掲）

○地理空間情報活用人材の育成・交流支援

・地理空間情報等を活用したビジネスアイデアコンテスト

「イチBizアワード」の開催
【内閣官房：２１百万円の内数】

産業・経済の活性化

地理空間情報基盤の継続的な整備・充実等
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等
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GNSS衛星の位置情報の
安 定 的 な 推 定 ・ 提 供

空間ID
プロトタイプ（※）

総合防災情報システム

地下構造物等を活用した3D都市モデルの
データ作成実証、ユースケース開発等

準天頂衛星システム７機体制

温室効果ガス・水循環観測技術衛星
（GOSAT-GW）

リレーションシップ ID rId9 のイ
メージ パーツがファイルにありませ
んでした。

ドローン等を用いた
トウモロコシ収量予測システム
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